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今週のキーワード

超精密バイオセンシング
AI、ナノ技術、ウェアラブルで診断・治療を革新

14
件

記事数

4
カ国

対象国

1000億
個

トランジスタ

56
日間

センサー安定性

今週の全14記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 AIマイクロロボット 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

AI搭載マイクロロボットが膀胱腫瘍へ抗がん剤を精密
送達し、治療効果を大幅向上。リアルタイムナビと時
空間制御でオフターゲット効果を最小化。

#02 2D-3Dペロブスカイト 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○

2D-3Dファンデルワールス型ペロブスカイトヘテロ構
造で原子レベル界面制御とゲート調整可能な整流特性
を実現。次世代センサー材料に貢献。

#03 mRNA精密送達 解説記事
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

mRNAを細胞・組織へ精密送達する技術がワクチン・
遺伝子治療を変革。オフターゲット効果を最小化し効
率を最大化。バイオセンサーがモニタリングに貢献。

#04 ASCOがん治療進展 業界レポ
ート

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

ASCO Breakthrough 2026が液状生検、代謝リスク
、アジア人向け個別化がん治療の最新進歩を公開。早
期発見と個別化治療を推進。

#05 AIナノボディセンサー プレスリ
リース

●●●●
○

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●○○
○

AI搭載ナノボディバイオセンサーでスクリューワーム
を15分で高精度検出。USDA資金獲得し農業分野での
迅速診断を推進。

#06 CGM最新動向 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

CNETが2026年版「最高の持続血糖モニター」を発表
。Dexcom Stelo、Abbott FreeStyle Libre 3
Plus、Eversense
365が血糖管理の新たな標準を提示。

#07 ASCO肺がん治療 業界レポ
ート

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

ASCO年次総会2026が肺がん治療の新時代を告げる。
術後補助標的療法とADCが免疫療法の戦略を再構築。

#08
センサー統合臓器チッ
プ

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

センサー統合型臓器チップデバイスの進歩。薬剤スク
リーニングと組織工学における高効率・自動化を実現
し、個別化医療と新薬開発を加速。

#09 ADA CGM/CKM拡大 業界レポ
ート

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

ADA 2026で発表：持続血糖モニターの応用範囲が2
型糖尿病患者に拡大。連続ケトンモニターとデュアル
センサーがDKA予防に貢献。

#10 スマートDNA医薬品 プレスリ
リース

●●●●
●

●○○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

オックスフォード大学がARIA資金を獲得し、ウイル
ス感染を検出し標的治療を活性化する「スマートDNA
医薬品」を開発。プログラム可能な合成バイオセンサ
ーが核。

#11
ウェアラブルコルチゾ
ール

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

ウェアラブル電気化学アプタマーセンサーが人工汗中
コルチゾールを56日間93.4%の安定性で超高感度検
出。ストレスモニタリングや疾患診断へ応用。

#12 IBM Nanostackチップ 企業技術
報告

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
●

IBMがサブ1ナノメートル級のNanostackチップを発
表。指先サイズに1000億個のトランジスタを集積し
、次世代バイオセンサーの基盤を確立。
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データ
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日本
関連度 一行サマリ

#13
Dexcom
CGM小児拡大

プレスリ
リース

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

DexcomがStelo持続血糖バイオセンサーの小児への利
用拡大と新アプリを発表。「すべての人への血糖バイ
オセンシング」ビジョンを推進。

#14 Roche POCT強化 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

Roche DiagnosticsがPOCTソリューションの包括的
ポートフォリオを強化。現場での迅速・正確な診断を
推進し、救命救急医療に貢献。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ AIとマイクロロボットの融合は、自社の材料・部品開発戦略にどう影響するか？
AI搭載マイクロロボットによる精密薬物送達は、従来の治療法を根本から変える可能性を秘めています。この技術が実用
化された場合、マイクロロボットの駆動、センシング、薬剤放出を支える高機能材料や微細加工部品への需要が爆発的に
増加します。貴社は、この新たな市場のニーズに対応できる準備ができていますか？

❷ サブ1nm半導体技術は、次世代バイオセンサーの性能をどこまで引き上げるか？
IBMが発表したNanostackチップは、指先サイズに1000億個のトランジスタを集積し、AI処理能力を飛躍的に向上させま
す。この基盤技術は、超小型・高機能なバイオセンサーやラボオンチップデバイスの実現を加速します。貴社の半導体パ
ッケージング材料や微細加工技術は、この超高密度化のトレンドに対応し、競争優位性を維持できるでしょうか？

❸ ウェアラブルバイオセンサーの長期安定性と高感度化は、健康管理市場をどう変えるか？
汗中コルチゾールを56日間93.4%の安定性で超高感度検出するウェアラブルセンサーが登場しました。これは、ストレス
モニタリングや疾患の早期診断を日常的に行うパーソナルヘルスケアの実現を加速します。貴社は、この長期安定性・高
感度センサーを実現する材料やデバイス技術の開発に投資し、拡大する健康管理市場での存在感を確立できるでしょうか
？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

新材料

臓器チップ

AIロボット

mRNA送達

CGM市場

汗センサー

IBMチップ

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 新材料 機会大 次世代センサー材料開発 基礎研究段階

● 臓器チップ 機会大 創薬支援材料、部品供給 技術開発競争

● AIロボット 注意 精密医療参入、材料供給 海外技術先行

● mRNA送達 注意 LNP材料・製造技術 海外技術依存

● CGM市場 注意 センサー部品・材料供給 海外大手寡占

● 汗センサー 注意 高感度センサー材料 実用化課題、競合激化
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● IBMチップ 注意 半導体PKG材料、微細化 技術キャッチアップ
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深掘り ① ― IBM、サブ1nm Nanostackチップ発表
#12 | 2026/06/25 | StockNews.com | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

IBMがサブ1ナノメートル級のNanostackトランジスタアーキテクチャを採用したチップ技術を発表しました。指先サ
イズのチップ上に約1000億個のトランジスタを集積する能力を達成し、半導体スケーリングにおける画期的な進歩を
意味します。これは、将来の商業チップ設計の基盤となる可能性を秘めています。

特に、AI搭載バイオセンサーやラボオンチップ技術など、高度に統合されたパワフルなバイオセンサーデバイスの開発
において、極めて重要な基盤技術となるでしょう。この技術により、データ処理能力とデバイスの小型化が飛躍的に向
上し、医療分野における診断デバイスの革新を加速します。

▶ 技術者の視点

IBMのサブ1nm Nanostackチップは、半導体微細化の物理的限界を打ち破るブレークスルーであり、そ
の発表は非常に信頼性が高い。1000億個のトランジスタ集積は、AI処理能力を劇的に向上させ、次世代
バイオセンサーの小型化・高性能化に不可欠な基盤となる。しかし、この技術の実用化には、製造プロ
セスの確立、コスト削減、そして熱管理や電力効率の最適化といった未解決課題が山積している。日本
企業にとっては、この超微細化に対応する半導体材料（フォトレジスト、CMPスラリー等）や製造装置
、そして高密度パッケージング材料の開発において大きな【機会】がある。一方で、この技術トレンド
に追従できない場合、高性能バイオセンサー市場における競争力を失う【脅威】となる。日本の材料・
部品メーカーは、IBMやTSMCなどの先端半導体メーカーとの連携を強化し、次世代プロセスに対応し
た材料・部品の開発を加速すべきだ。

深掘り ② ― AIマイクロロボットで精密薬物送達
#01 | 2026/06/22 | Nature Nanotechnology | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

AI搭載マイクロロボットが膀胱腫瘍への抗がん剤精密送達で治療効果を大幅向上させたことがNature Nanotechnolog
y誌に発表されました。深層学習による画像フィードバックシステムが、生体ハイブリッド磁気マイクロロボットの非
侵襲的なリアルタイムナビゲーションと時空間制御を実現します。

マウスの膀胱腫瘍モデルで組織浸透と治療効果の大幅な向上が確認されており、薬剤のオフターゲット効果を最小限に
抑えつつ、腫瘍への到達率と局所濃度を飛躍的に向上させることが期待されます。AI、マイクロ流体力学、バイオセン
サーを統合した革新的な技術です。

▶ 技術者の視点

Nature Nanotechnology誌での発表であり、その技術新規性とデータ信頼性は極めて高い。マウスモデ
ルでの「大幅な向上」という結果は非常に有望だが、ヒトへの臨床応用には、生体内での安全性（免疫
応答、生体適合性）、長期安定性、そしてマイクロロボットの体内での回収・分解性など、多くの未解
決課題がある。特に、AIによるリアルタイムナビゲーションの堅牢性や、複雑な生体環境下での薬剤放
出制御の精度は、さらなる検証が必要だ。日本企業にとっては、マイクロロボットを構成する生体適合
性材料、微細加工技術、AIアルゴリズム開発、そして薬剤封入・放出技術において大きな【機会】があ
る。しかし、この分野は海外の先行研究が活発であり、技術開発競争に乗り遅れると、将来の精密医療
市場で後塵を拝する【脅威】となる。R&D;部門は、この分野の国際共同研究やスタートアップへの投資
を検討し、技術ロードマップを策定すべきだ。
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深掘り ③ ― 2026年版「最高の持続血糖モニター」
#06 | 2026/06/19 | CNET | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●○○
日本関連度●●●●○

CNETが2026年における最高の持続血糖モニター（CGM）デバイスとして、Dexcom Stelo、Abbott FreeStyle Libre
3 Plus、Eversense 365を評価・選定しました。これらのデバイスは、優れたセンサー寿命、精度、およびFDA承認状
況で際立っています。

リアルタイムの血糖データ、カスタマイズ可能なアラート、そして一部システムによる予測アラート機能は、患者がよ
り包括的かつ効果的に血糖トレンドを把握し、管理することを可能にします。これにより、糖尿病患者の生活の質が大
幅に向上すると期待されます。

▶ 技術者の視点

CNETによる製品評価であり、市場の現状とトレンドを把握する上で信頼性は高い。紹介されたCGMデ
バイスは既に製品化されており、その性能（センサー寿命、精度）は実用レベルに達している。特にEv
ersense 365の1年間持続するセンサー寿命は、患者の負担を大幅に軽減する点で注目に値する。しかし
、これらのデバイスはまだ高価であり、保険適用範囲の拡大や、非侵襲性・小型化のさらなる進展が実
用化に向けた課題となる。日本企業にとっては、CGMデバイスのセンサー部を構成する生体適合性材料
、電極材料、接着・封止材、そして小型化・省電力化に貢献する半導体部品の供給において大きな【機
会】がある。一方で、海外大手メーカーが市場を寡占しており、日本独自のCGMデバイス開発で後れを
取ると、国内市場でも【脅威】に直面する可能性がある。医療機器メーカーは、海外大手との提携や、
独自の差別化技術（例：非侵襲性センサー）の開発を急ぐべきだ。

その他の注目記事
2D-3Dペロブスカイト（Nature Nanotechnology）
新規性●●●●● 実用化●○○○○ 市場●●●○○

原子レベルで制御された2D-3Dペロブスカイトヘテロ構造は、次世代バイオセンサーの基盤材料として大きな可能性を
秘める。日本の材料メーカーは基礎研究動向を注視すべき。

ADA CGM/CKM拡大（Pharmacy Times）
新規性●●●○○ 実用化●●●●○ 市場●●●●○

CGMの2型糖尿病患者への適用拡大と連続ケトンモニター（CKM）は、糖尿病ケアの予防・個別化を加速。関連するセ
ンサー材料やデバイス部品の需要増に注目。

mRNA精密送達（Nature Materials）
新規性●●●●○ 実用化●●○○○ 市場●●●●○

mRNAの精密送達技術はワクチン・遺伝子治療の効率を最大化。LNP（脂質ナノ粒子）などの送達材料や、送達モニタ
リング用バイオセンサーの開発が重要となる。

ASCOがん治療進展（ASCO）
新規性●●○○○ 実用化●●●○○ 市場●●●●○

液状生検やアジア人向け個別化がん治療の進展は、診断精度の向上と治療戦略の多様化を促す。日本の診断薬・医療機
器メーカーは市場ニーズの変化に対応を。

センサー統合臓器チップ（PMC）
新規性●●●●○ 実用化●●○○○ 市場●●●○○

センサー統合型臓器チップの自動化・高効率化は、薬剤スクリーニングと組織工学を革新。創薬プロセスにおける高機
能センサーや微細流路材料の需要が高まる。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】Deep Dive記事（#01, #06,
#12）の原典論文・報告書を入手し、詳細な技術内容と数値データを精査する。

• 【経営企画】今週のレポート内容を社内関連部門（半導体PKG、EV設計、材料開発、医療機器開発など）に共
有し、関連技術動向への意識を高める。

• 【調達】IBM Nanostackチップ（#12）のサプライチェーン動向に関する情報収集を開始し、将来的な材料・
部品調達リスクを評価する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】AIマイクロロボット（#01）やウェアラブルセンサー（#11）の実現に必要な生体適合性材料、微細
加工技術、接着・封止材について、自社技術との関連性を評価し、技術ギャップを特定する。

• 【半導体PKG】IBM Nanostackチップ（#12）が示唆する超微細化・高密度パッケージングのトレンドに対し
、自社の材料・プロセス技術がどこまで対応可能か、競合他社の動向を含めて分析する。

• 【新製品企画】CGM市場（#06, #09, #13）の拡大と多様化を受け、日本の医療現場や患者ニーズに特化した
センサー部品や関連サービス（アプリ連携など）の企画可能性を検討する。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】2D-3Dペロブスカイト（#02）のような次世代センサー材料の基礎研究への投資を検討し、将来的な
技術的優位性を確立するためのロードマップを策定する。

• 【経営企画】AIとバイオセンサーの融合による精密医療（#01）やパーソナルヘルスケア（#11）市場への参
入戦略を検討し、M&A;や国際共同研究のパートナー候補を探索する。

• 【材料開発】mRNA精密送達（#03）やセンサー統合型臓器チップ（#08）に必要な高機能LNP材料、生体適合
性接着剤、微細流路材料などの開発テーマをR&D;戦略に組み込む。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-27



バイオセンサー 採用記事全文集

出力日: 2026-06-27

採用記事数: 14 件



収録記事一覧

#01 AI搭載マイクロロボットが膀胱腫瘍への抗がん剤精密送達で治療効果を大幅向上、Nature
Nanotechnology誌に発表

#02 2D-3Dファンデルワールス型ペロブスカイトエピタキシャルヘテロ構造で原子レベルの界面制御

とゲート調整可能な整流特性を実現、次世代センサー材料へ貢献

#03 mRNAの細胞・組織への精密送達技術がワクチン・遺伝子治療を変革、オフターゲット効果を最
小化し効率を最大化

#04 ASCO Breakthrough 2026が液状生検、代謝リスク、アジア人向け個別化がん治療の最新進歩
を公開

#05 テキサス大学研究チームがUSDA資金獲得、AI搭載ナノボディバイオセンサーでスクリューワー

ムを15分で高精度検出

#06 CNETが2026年版「最高の持続血糖モニター」を発表、Dexcom Stelo、Abbott FreeStyle
Libre 3 Plus、Eversense 365が血糖管理の新たな標準を提示

#07 ASCO年次総会2026が肺がん治療の新時代を告げる：術後補助標的療法とADCが免疫療法の戦略
を再構築

#08 センサー統合型臓器チップデバイスの進歩、薬剤スクリーニングと組織工学における高効率・自
動化を実現

#09 ADA 2026で発表：持続血糖モニターの応用範囲が2型糖尿病患者に拡大、連続ケトンモニター
とデュアルセンサーがDKA予防に貢献

#10 オックスフォード大学、ARIA資金を獲得しウイルス感染を検出し標的治療を活性化する「スマー

トDNA医薬品」を開発

#11 ウェアラブル電気化学アプタマーセンサー、人工汗中コルチゾールを56日間93.4%の安定性で
超高感度検出：ACS Omega誌

#12 IBMがサブ1ナノメートル級のNanostackチップを発表、指先サイズに1000億個のトランジスタ
を集積し次世代バイオセンサーの基盤を確立

#13 Dexcom、Stelo持続血糖バイオセンサーの小児への利用拡大と新アプリ発表で「すべての人への

血糖バイオセンシング」ビジョンを推進

#14 Roche DiagnosticsがPOCTソリューションの包括的ポートフォリオを強化、現場での迅速・正
確な診断を推進



#01 AI搭載マイクロロボットが膀胱腫瘍への抗がん剤精密
送達で治療効果を大幅向上、Nature Nanotechnology誌
に発表

001_AI搭載マイクロロボットが膀胱腫瘍への抗がん剤精密送達で治療効果を大幅向上、Nature

Nanot

概要

深層学習によって誘導される画像フィードバックシステムが、生体ハイブリッド磁気
マイクロロボットを用いた膀胱内抗がん剤送達において、非侵襲的なリアルタイムナ

ビゲーションと時空間制御を実現しました。これにより、マウスの膀胱腫瘍モデルで
組織浸透と治療効果の大幅な向上が確認されました。この技術は、AI、マイクロ流体
力学（マイクロロボット）、バイオセンサーを統合し、薬物送達とモニタリングの精

度を革命的に高める可能性を秘めています。従来の手法と比較して、薬剤のオフター
ゲット効果を最小限に抑えつつ、腫瘍への到達率と局所濃度を飛躍的に向上させるこ
とが期待されます。

公開日 2026年06月22日  Nature Nanotechnology  国際



詳細

主要成果

Nature Nanotechnology誌に掲載された画期的な研究は、AIを搭載した磁気生体ハイブ
リッドマイクロロボットが、膀胱腫瘍への抗がん剤送達において、かつてないレベルの
精度と効果を発揮することを示しました。このシステムは、深層学習によってリアルタ
イムの画像フィードバックを受けながら、マイクロロボットを非侵襲的にナビゲート
し、抗がん剤の放出を時空間的に厳密に制御することを可能にします。これにより、マ
ウス膀胱腫瘍モデルにおいて、薬物の腫瘍組織への浸透と治療効果が劇的に向上するこ
とが実証されました。

技術・臨床詳細

本技術の中核は、深層学習アルゴリズムと高感度画像システムを組み合わせた独自の制
御メカニズムにあります。マイクロロボットは、外部磁場によって操作され、腫瘍部位
に直接到達した後、特定のトリガーに応じて抗がん剤を放出するように設計されていま
す。この「精密爆撃」アプローチにより、全身投与に伴う副作用を大幅に軽減しつつ、
腫瘍内の薬剤濃度を最適化できます。特に、非侵襲的な方法でリアルタイムに薬剤送達
プロセスをモニタリングできる点は、臨床応用における安全性と有効性の担保において
極めて重要です。研究チームは、このアプローチが従来の治療法に比べて、より少ない
薬剤量で同等かそれ以上の治療効果を達成する可能性を示唆しています。

背景・業界文脈

がん治療、特に固形腫瘍に対する薬物送達は、薬剤が腫瘍に効率的に到達せず、全身へ
の副作用が大きいという課題に長年直面してきました。マイクロロボットを用いた薬物
送達は、この課題を克服するための有望なアプローチとして注目されていますが、精密
なナビゲーションと制御が技術的な障壁でした。本研究は、AIとバイオセンサー技術を
組み合わせることで、これらの障壁を打ち破り、次世代の薬物送達プラットフォームへ
の道を開くものです。特に、診断と治療を一体化した「セラノスティクス」の概念を具
現化する可能性を秘めています。



今後の展望

このAI搭載マイクロロボットシステムは、膀胱がん以外の様々な固形腫瘍に対しても適
用できる汎用性を持つと期待されています。将来的には、より複雑な生体環境下でのナ
ビゲーション能力の向上、多様な薬剤への対応、そしてヒトでの臨床試験への移行が課
題となります。本技術は、精密医療の新たなフロンティアを開拓し、患者の治療成績と
生活の質の向上に大きく貢献する可能性を秘めています。

元記事: #

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#02 2D-3Dファンデルワールス型ペロブスカイトエピタキ
シャルヘテロ構造で原子レベルの界面制御とゲート調整可
能な整流特性を実現、次世代センサー材料へ貢献

002_2D-3Dファンデルワールス型ペロブスカイトエピタキシャルヘテロ構造で原子レベルの界
面制御とゲート調

概要

Nature Nanotechnology誌に報告された研究は、クロス次元エピタキシーによってコヒ
ーレントな2D-3Dファンデルワールス型ペロブスカイトヘテロ構造の成長を詳細に記

述しました。この新しい材料は、原子的にシャープな界面、制御可能なドメイン、ら
せん状のキラリティ光学構造、そして安定したゲート調整可能な整流特性を示しま
す。これらの特性は、高度なセンサー材料、特に極めて高感度で特定物質を識別でき

る次世代バイオセンサーの開発に貢献する可能性を秘めています。材料科学のブレー
クスルーとして、電子デバイスの基礎を再定義し、新しい機能性材料の創出を加速す
るでしょう。

公開日 2026年06月23日  Nature Nanotechnology  国際



詳細

主要成果

Nature Nanotechnology誌に掲載された最新の研究は、材料科学における重要な進歩と
して、クロス次元エピタキシー技術を用いたコヒーレントな2D-3Dファンデルワールス
型ペロブスカイトヘテロ構造の合成に成功したことを報告しています。この革新的な手
法により、原子的にシャープな界面、精密に制御可能なドメイン、そしてらせん状のキ
ラリティ光学構造を持つ材料が実現されました。さらに、これらの材料は安定したゲー
ト調整可能な整流特性を示し、これは次世代の電子デバイスおよびセンサー技術の基盤
となる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

この研究の核心は、2次元（2D）と3次元（3D）のペロブスカイト材料を結合させ、両
者の優れた特性を最大限に引き出すことにあります。従来のヘテロ構造の課題であった
界面の不整合や欠陥を克服するため、研究チームは「クロス次元エピタキシー」という
独自の手法を開発しました。これにより、各層が原子レベルで整合し、極めてクリーン
な界面が形成されます。この原子的にシャープな界面は、電荷キャリアの効率的な輸送
を可能にし、安定したゲート調整可能な整流特性をもたらします。特に、らせん状のキ
ラリティ光学構造は、特定の偏光や分子に反応する可能性があり、これを応用すること
で、生体分子や化学物質を高感度かつ選択的に検出する新しいタイプのセンサー（バイ
オセンサーを含む）を開発できると期待されます。

背景・業界文脈

ペロブスカイト材料は、その優れた光電変換効率と多様な特性から、太陽電池、LED、
そしてセンサーなど幅広い分野で注目されています。しかし、安定性の問題や、異なる
次元の材料を統合する際の技術的課題が実用化を阻んできました。本研究は、ファンデ
ルワールス結合を活用することで、これらの課題を克服し、ペロブスカイト材料の可能
性を大きく広げるものです。特に、高感度かつ安定したセンサー材料への需要が高まる
現代において、このブレークスルーは、診断、環境モニタリング、および産業プロセス
制御など多岐にわたる応用分野に大きな影響を与えるでしょう。



今後の展望

今回開発された2D-3Dファンデルワールス型ペロブスカイトヘテロ構造は、そのユニー
クな特性から、フォトニックデバイス、スピンエレクトロニクス、そして特に高機能な
バイオセンサーへの応用が期待されます。ゲート調整可能な特性は、単一のデバイスで
複数の機能を実行できる「スマートセンサー」の開発に貢献する可能性があります。今
後の研究では、これらの材料の長期安定性の評価と、大規模製造プロセスの開発が焦点
となるでしょう。この技術は、未来の電子デバイスの基盤技術として、大きな可能性を
秘めています。

元記事: #

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#03 mRNAの細胞・組織への精密送達技術がワクチン・遺
伝子治療を変革、オフターゲット効果を最小化し効率を最
大化

003_mRNAの細胞・組織への精密送達技術がワクチン・遺伝子治療を変革、オフターゲット効
果を最小化し効率を

概要

Nature Materials誌のレビュー記事は、mRNAを細胞や組織へ精密に送達するための
様々な戦略を議論し、オフターゲット効果の最小化と高い送達効率の達成に焦点を当

てています。この技術は、ワクチンや遺伝子治療において、mRNAの治療効果を最大
化する上で極めて重要です。送達プロセスや細胞応答のモニタリングにバイオセンサ
ーが果たす役割が強調されており、治療の安全性と有効性を高める上で不可欠な要素

となります。次世代のmRNA治療薬の基盤を築き、個別化医療の進展に貢献すると期
待されます。

公開日 2026年06月18日  Nature Materials  国際



詳細

主要成果

Nature Materials誌の最新レビューは、mRNAを特定の細胞や組織へ精密に送達するため
の革新的な戦略を包括的に概説しています。この研究は、mRNAのオフターゲット効果
を最小限に抑えつつ、細胞への送達効率を最大化する技術に焦点を当て、ワクチンや遺
伝子治療におけるmRNAの治療ポテンシャルを最大限に引き出す道を拓くものです。特
に、送達プロセスとそれに続く細胞応答をリアルタイムで監視するためのバイオセンサ
ーの重要性が強調されており、治療の安全性と有効性を飛躍的に向上させる可能性が示
されています。

技術・臨床詳細

レビューでは、脂質ナノ粒子（LNP）、高分子ナノ粒子、ウイルスベクター、細胞外小
胞など、多岐にわたるmRNA送達システムの進歩が詳述されています。これらのシステ
ムは、mRNAを分解から保護し、標的細胞への取り込みを促進するために最適化されて
います。特に注目すべきは、標的特異性を高めるための表面改質技術や、細胞内でのエ
ンドソームからの脱出効率を向上させるメカニズムです。これにより、mRNAが望まな
い細胞に到達するリスクを低減し、目的の細胞でのタンパク質発現を効率的に誘導する
ことが可能になります。バイオセンサーは、ナノ粒子の生体内分布、細胞への取り込
み、そしてmRNAの翻訳状況をリアルタイムで追跡するための強力なツールとして位置
づけられています。

背景・業界文脈

mRNA技術は、COVID-19ワクチンによってその可能性が世界的に認識されて以来、がん
免疫療法、遺伝子編集、再生医療など、幅広い疾患領域での応用が期待されています。
しかし、mRNAは不安定で、生体内での分解が早く、特定の細胞への効率的な送達が難
しいという課題がありました。精密送達技術の進化は、これらの課題を克服し、mRNA
ベースの治療薬の実用化を加速する上で不可欠です。バイオセンサーとの組み合わせ
は、治療プロセスの最適化と個別化医療の実現に向けた重要なステップとなります。



今後の展望

mRNAの精密送達技術は、まだ発展途上の段階にありますが、その進歩は目覚ましく、
次世代のワクチンや遺伝子治療の設計に革命をもたらすでしょう。今後は、より安全で
効率的な送達システムの開発、非侵襲的なモニタリング技術の統合、そして大規模生産
へのスケーラビリティが焦点となります。バイオセンサーは、臨床試験での薬物動態学
や薬力学の評価、さらには個々の患者に合わせた治療のパーソナライズにおいて、その
重要性を増していくと考えられます。この研究は、医療の未来を形作る上で極めて重要
な基盤を提供するものです。

元記事: #

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#04 ASCO Breakthrough 2026が液状生検、代謝リスク、
アジア人向け個別化がん治療の最新進歩を公開

004_ASCO Breakthrough 2026が液状生検、代謝リスク、アジア人向け個別化がん治療の最新

概要

米国臨床腫瘍学会（ASCO）は、2026年Breakthrough会議（シンガポールおよびオン

ライン開催）で発表される300以上の抄録を公開しました。今回の会議では、液状生
検、代謝リスクの評価、特にアジア系集団に合わせた個別化がん治療における画期的

な進歩が焦点となります。これらの研究は、がんの早期発見、診断精度の向上、そし
て個別化された治療戦略の開発に大きく貢献する可能性を秘めています。新しいバイ
オマーカーや診断技術に関する知見は、がん患者のケアを根本的に変えることが期待

されます。

公開日 2026年06月22日  American Society of Clinical Oncology (ASCO) / The ASCO Post  アメ
リカ



詳細

主要成果

米国臨床腫瘍学会（ASCO）は、2026年6月25日から27日にシンガポールおよびオンラ
インで開催される「ASCO Breakthrough 2026」会議に向け、300を超える抄録を一般公
開しました。これらの抄録は、液状生検、がんにおける代謝リスクの評価、そしてアジ
ア系集団に特化した個別化がん治療における最新かつ画期的な進歩に焦点を当てていま
す。これは、がんの診断と治療において、より精密で個別化されたアプローチへの大き
なシフトを示すものです。

技術・臨床詳細

公開された抄録の中には、非侵襲的にがんを検出・モニタリングする液状生検技術の最
新データが多数含まれており、早期診断や治療効果の評価におけるその有用性が強調さ
れています。また、がん患者における代謝異常が治療反応や予後に与える影響に関する
研究も注目されており、新たな治療標的の特定に繋がる可能性があります。特に、アジ
ア系集団に特有の遺伝的・環境的要因を考慮した個別化治療戦略の開発は、従来の治療
プロトコルでは対応しきれなかった患者層への効果的なアプローチを提供するもので
す。これらの進歩は、バイオセンサーや高度な診断技術の進化によって可能となり、個
別化医療の実現を加速させます。

背景・業界文脈

ASCO Breakthrough会議は、毎年、がん研究の最も有望なブレークスルーに焦点を当て
ることを目的としています。特に、液状生検や代謝リスクの評価は、近年、がん診断・
治療のパラダイムを変える可能性を秘めた領域として急速に発展しています。アジア系
集団に焦点を当てた研究は、グローバルな医療における人種・地域間の医療格差を縮
め、より公平で効果的ながんケアを提供するための重要なステップです。これらの分野
への注力は、診断精度を高め、治療選択肢を拡大することで、患者アウトカムを向上さ
せるという医療界全体の目標と完全に合致しています。



今後の展望

ASCO Breakthrough 2026で発表される知見は、がん診断および治療の未来を形作る上で
重要な影響を与えるでしょう。液状生検技術の成熟は、スクリーニングから再発モニタ
リングまで、がんケアの全段階における早期介入を可能にします。代謝リスクに関する
理解の深化は、予防と治療介入のための新たな戦略を生み出すでしょう。また、アジア
系集団に特化した個別化治療アプローチは、世界の多様な患者ニーズに対応するための
モデルケースとなることが期待されます。これらの進歩は、次世代のバイオセンサーと
デジタルヘルスの統合により、今後数年で臨床実践に広く導入される見込みです。

元記事: https://www.asco.org/breakthrough

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.asco.org/breakthrough


#05 テキサス大学研究チームがUSDA資金獲得、AI搭載ナ
ノボディバイオセンサーでスクリューワームを15分で高精
度検出

005_テキサス大学研究チームがUSDA資金獲得、AI搭載ナノボディバイオセンサーでスクリュ
ーワームを15分

概要

テキサス大学メディカルブランチ（UTMB）の研究チームは、USDAからスクリューワ
ーム（ウマバエ幼虫）検出・対策プロジェクトの資金を獲得しました。このプロジェ

クトは、テキサス州の家畜や野生動物を保護するため、AIを活用した迅速検出システ
ムを開発するものです。具体的には、高度に特異的なAI設計ナノボディバイオセンサ
ーを用いた15分フィールドテストと、結果を解釈しリアルタイムで報告するスマート

フォンアプリを統合しています。これにより、広範囲での迅速かつ正確な感染検出が
可能となり、農業分野におけるバイオセンサー技術の革新的な進歩を示しています。

公開日 2026年06月25日  The University of Texas Medical Branch  アメリカ



詳細

主要成果

テキサス大学メディカルブランチ（UTMB）の研究者たちは、米国農務省（USDA）から
重要な資金を獲得し、スクリューワーム（ウマバエ幼虫）の検出と対応を目的としたプ
ロジェクトを開始しました。この取り組みの中核は、AI（人工知能）を搭載した迅速検
出システムの開発であり、テキサス州の貴重な家畜や野生生物をこの脅威から守ること
を目指しています。このシステムは、わずか15分で結果が得られるフィールドテスト
と、AI設計の超特異的なナノボディバイオセンサーを統合し、さらに結果を解釈してリ
アルタイムで報告できるスマートフォンアプリケーションと連携します。

技術・臨床詳細

このAI搭載検出システムの鍵となるのは、スクリューワームの特定のバイオマーカーに
高感度で結合するようAIによって設計されたナノボディバイオセンサーです。ナノボデ
ィは、従来の抗体よりも小型で安定しており、フィールドでの使用に適しています。15

分フィールドテストは、簡単なサンプル採取と結合検出メカニズムによって迅速な結果
を提供します。さらに、スマートフォンアプリは、バイオセンサーからの信号を解析
し、その場で診断結果をユーザーに提示します。このアプリは、地理情報システム
（GIS）と連携して感染発生場所をリアルタイムでUSDAに報告することができ、迅速な
封じ込めと対策を可能にします。これにより、従来の検査法と比較して、検出までの時
間と労力を大幅に削減できます。

背景・業界文脈

スクリューワームは、家畜や野生動物に深刻な被害をもたらし、大規模な経済的損失を
引き起こす寄生虫です。特に、メキシコ湾岸地域では、その再侵入を防ぐための厳重な
監視と迅速な対応が不可欠とされています。従来の検出方法は時間とコストがかかり、
広範囲での監視には限界がありました。UTMBの研究は、AIとバイオセンサー技術を組
み合わせることで、これらの課題を克服し、効率的でスケーラブルな監視システムを提
供します。これは、環境保護と農業経済の安定に直結する重要な進歩です。



今後の展望

このAI搭載スクリューワーム検出システムは、テキサス州の家畜と野生動物保護に即座
に貢献するだけでなく、他の農作物や動物の病原体検出にも応用可能なプラットフォー
ムとなる可能性を秘めています。将来的には、より広範な地域での展開や、検出できる
病原体の種類の拡大が期待されます。この技術は、高精度なバイオセンサーとAI、そし
てモバイル技術の融合が、いかに現場での問題解決に貢献できるかを示す優れた事例で
あり、デジタルヘルスと農業の融合における重要なマイルストーンとなるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#06 CNETが2026年版「最高の持続血糖モニター」を発
表、Dexcom Stelo、Abbott FreeStyle Libre 3 Plus、
Eversense 365が血糖管理の新たな標準を提示

006_CNETが2026年版「最高の持続血糖モニター」を発表、Dexcom Stelo、Abbott Fr

概要

CNETは、2026年における最高の持続血糖モニター（CGM）デバイスとして、Dexcom

Stelo、Abbott FreeStyle Libre 3 Plus、Eversense 365を評価・選定しました。これらの
デバイスは、優れたセンサー寿命、精度、およびFDA承認状況で際立っており、糖尿
病管理の最前線にある最新技術を示しています。リアルタイムの血糖データ、カスタ

マイズ可能なアラート、そして一部システムによる予測アラート機能は、患者がより
包括的かつ効果的に血糖トレンドを把握し、管理することを可能にします。これによ
り、糖尿病患者の生活の質が大幅に向上すると期待されます。

公開日 2026年06月19日  CNET  アメリカ



詳細

主要成果

テクノロジー情報サイトCNETは、2026年の「最高の持続血糖モニター（CGM）」ガイ
ドを公開し、糖尿病管理を革新する主要デバイスとしてDexcom Stelo、Abbott
FreeStyle Libre 3 Plus、Eversense 365を選出しました。これらのCGMデバイスは、その
優れたセンサー寿命、高い精度、そして最新のFDA承認状況によって評価され、リアル
タイムでの血糖データ提供、高血糖・低血糖に対するカスタマイズ可能なアラート、さ
らには一部のシステムでは予測アラート機能を提供することで、糖尿病患者の自己管理
能力を飛躍的に向上させると報告されています。

技術・臨床詳細

紹介された各CGMは、独自の技術的特徴を備えています。例えば、Dexcom Steloは、特
にインスリンを使用しない2型糖尿病患者にもCGMの利点を提供するべく設計されてお
り、アプリ体験の改良も進められています。Abbott FreeStyle Libre 3 Plusは、その小型
化と簡単な適用、スマートフォンへの直接データ送信機能で知られています。
Eversense 365は、長期間埋め込み型センサーであり、最大1年間持続するセンサー寿命
が特徴です。Medtronic Guardian Connect Systemは、リアルタイムデータに加え、血糖
値の変動を予測する機能を持つことで、患者が潜在的な低血糖や高血糖イベントに事前
に対応できるよう支援します。これらのデバイスは全て医師の処方箋が必要ですが、標
準的な血糖計よりもはるかに包括的な血糖トレンドデータを提供します。

背景・業界文脈

持続血糖モニター（CGM）市場は、糖尿病患者の自己管理と医師による治療方針決定に
おいて不可欠なツールとして急速に成長しています。従来の指先穿刺による血糖測定に
比べ、CGMは24時間体制で血糖値の変化を追跡し、食事、運動、ストレスなどが血糖
に与える影響を視覚的に把握できるため、よりパーソナライズされた糖尿病管理が可能
になります。これらの技術の進化は、糖尿病合併症のリスク低減に貢献し、患者の生活
の質を向上させる上で極めて重要です。



今後の展望

CGM技術は、今後もさらなる小型化、精度の向上、そして非インスリン依存型糖尿病患
者への適用拡大が進むと予想されます。また、連続ケトンモニタリング（CKM）やデュ
アルグルコース・ケトンセンシング技術など、血糖以外のバイオマーカーを統合した多
機能センサーの開発も進められています。これらの進歩は、糖尿病ケアのあり方を根本
的に変え、より予防的で個別化されたアプローチへの移行を加速させるでしょう。デバ
イスメーカー間の競争は、患者にとってより使いやすく、より高性能な製品の登場を促
すことが期待されます。

元記事: https://www.cnet.com/health/medical/best-continuous-glucose-monitors-doctor-approved/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.cnet.com/health/medical/best-continuous-glucose-monitors-doctor-approved/


#07 ASCO年次総会2026が肺がん治療の新時代を告げる：
術後補助標的療法とADCが免疫療法の戦略を再構築

007_ASCO年次総会2026が肺がん治療の新時代を告げる：術後補助標的療法とADCが免疫療法
の戦略を再構

概要

Targeted Oncology誌は、ASCO 2026年次総会で発表された肺がんに関する3つの重要

な抄録が、臨床実践を大きく変える可能性を秘めていると報じました。これらの発表
は、術後補助標的療法の進展、および抗体薬物複合体（ADC）が免疫療法の戦略を再
構築する可能性に焦点を当てています。これにより、バイオマーカー検出と個別化さ

れたがん治療戦略がさらに進化し、肺がん患者の治療成績向上に大きく貢献すること
が期待されます。特に、病期の早期段階での個別化治療の導入は、患者の長期的な予

後を改善する鍵となります。

公開日 2026年06月22日  Targeted Oncology  アメリカ



詳細

主要成果

Targeted Oncology誌が報じたところによると、2026年のASCO年次総会で発表された肺
がんに関する3つの主要な抄録が、将来の臨床実践に大きな影響を与える可能性を秘め
ています。これらの研究は、術後補助標的療法の進化と、抗体薬物複合体（ADC）が既
存の免疫療法戦略をどのように再構築するかという点に光を当てています。これらの進
展は、肺がんにおけるバイオマーカー検出技術の高度化と、個別化された治療アプロー
チの発展を強く示唆するものです。

技術・臨床詳細

特に注目すべきは、手術後の補助療法として標的薬が導入される可能性です。これによ
り、目に見えない微小な病変を根絶し、再発リスクを低減することが期待されます。具
体的なデータは現時点では公表されていませんが、ASCOの抄録では、特定の遺伝子変
異を持つ早期肺がん患者に対する標的療法の有効性と安全性のプロファイルに関する新
たなエビデンスが示されると予想されます。さらに、抗体薬物複合体（ADC）は、特定
の腫瘍細胞表面抗原に結合する抗体と強力な化学療法薬を組み合わせたもので、腫瘍へ
の薬剤送達の特異性を高め、全身毒性を最小限に抑えることを目指しています。これら
のADCが、従来の免疫チェックポイント阻害剤とどのように組み合わされ、治療効果を
最大化するかの戦略が議論の焦点となるでしょう。

背景・業界文脈

肺がんは、世界的に見てがん関連死の主要な原因の一つであり、その治療法は近年急速
に進歩しています。特に、ドライバー遺伝子変異に基づいた標的療法や、免疫チェック
ポイント阻害剤による免疫療法は、多くの患者の予後を改善してきました。しかし、再
発や薬剤耐性の問題は依然として残っており、より効果的な補助療法や、新たな作用機
序を持つ治療薬が求められています。今回のASCO総会での発表は、これらのアンメッ
トニーズに応えるための重要なステップであり、精密医療のさらなる進展を示していま
す。



今後の展望

ASCO 2026年次総会で議論される肺がん治療の新たな知見は、ガイドラインの変更や治
療プロトコルの刷新に繋がる可能性があります。術後補助標的療法は、早期がん患者の
再発予防において重要な役割を果たすでしょう。また、ADCの戦略的な導入は、難治性
肺がんや進行期肺がん患者に対する新たな治療選択肢を提供し、既存の免疫療法との併
用によって相乗効果が期待されます。これらの進歩は、患者の個別特性に基づいたより
精密な診断と治療を可能にし、最終的には肺がん患者の生存率と生活の質の向上に大き
く貢献することを目指しています。

元記事: #

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#08 センサー統合型臓器チップデバイスの進歩、薬剤スク
リーニングと組織工学における高効率・自動化を実現

008_センサー統合型臓器チップデバイスの進歩、薬剤スクリーニングと組織工学における高
効率・自動化を実現

概要

PMCで紹介された論文は、センサー統合型臓器チップ（OoC）デバイスの著しい進歩

を報告しています。特に、薬剤スクリーニングや組織工学のためのマルチセンサーシ
ステムを組み込んだOoCモデルのプラットフォームが開発されました。このシステム
は完全自動化を実現し、高スループットかつ長期的な分析における手作業を大幅に削

減します。さらに、心臓や肝臓細胞などの生物学的膜や薬物効果を定量化するための
新しい統合型機械センサー技術も提示されており、個別化医療と新薬開発を加速する

可能性を秘めています。

公開日 2026年06月22日  PMC (PubMed Central)  国際



詳細

主要成果

PubMed Central (PMC) で紹介された研究は、センサー統合型臓器チップ（OoC）デバ
イスの革新的な進歩を詳述しています。本報告では、薬剤スクリーニングや組織工学の
目的で、マルチセンサーシステムを効果的に組み込んだ統合型OoCモデルプラットフォ
ームが開発されたことが強調されています。このシステムは完全な自動化を達成し、高
スループットかつ長期的な生体反応分析に必要な手作業を大幅に削減します。これによ
り、研究開発の効率が劇的に向上し、より信頼性の高い実験結果が期待されます。

技術・臨床詳細

開発されたOoCプラットフォームは、複数のセンサーをチップ上に直接統合すること
で、細胞レベルでの多角的な生体情報（例えば、pH、酸素濃度、代謝物、機械的応力
など）をリアルタイムでモニタリングすることを可能にします。特に、新しい統合型機
械センサー技術は、心臓や肝臓細胞の生物学的膜の動態、および薬物がこれらの細胞タ
イプに与える影響を定量化するために使用できます。この機能は、薬物の心毒性や肝毒
性を早期に評価する上で極めて重要です。自動化されたワークフローは、サンプル処理
からデータ収集、分析までの一連のプロセスを効率化し、再現性の高い実験結果を保証
します。これにより、従来の動物実験に代わる、倫理的かつ効率的な薬物評価モデルが
提供されます。

背景・業界文脈

臓器チップ技術は、薬物開発の初期段階における有効性・毒性評価の精度を高め、動物
実験の削減に貢献するとして大きな期待が寄せられています。しかし、複雑な多臓器シ
ステムを再現すること、および長期にわたるリアルタイムの生体情報モニタリングは、
これまでのOoC技術の大きな課題でした。センサー統合と自動化の進歩は、これらの課
題を克服し、OoCデバイスの実用性を大幅に向上させるものです。これは、個別化医療
の実現や、新薬候補のスクリーニングプロセスの加速に不可欠な基盤技術となります。



今後の展望

センサー統合型OoCデバイスのこの進歩は、創薬研究と個別化医療に革命をもたらす可
能性を秘めています。将来的には、より複雑な生理学的応答を模倣する多臓器間相互作
用モデルや、患者特異的なOoCモデルの開発が期待されます。また、AIとの統合によ
り、膨大なセンサーデータから新しいバイオマーカーや薬物応答パターンを自動的に識
別する能力がさらに強化されるでしょう。これにより、薬剤開発のコストと時間を削減
し、より安全で効果的な治療薬を患者に届けるための重要なステップとなるでしょう。

元記事: https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC7922590/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC7922590/


#09 ADA 2026で発表：持続血糖モニターの応用範囲が2
型糖尿病患者に拡大、連続ケトンモニターとデュアルセン
サーがDKA予防に貢献

009_ADA 2026で発表：持続血糖モニターの応用範囲が2型糖尿病患者に拡大、連続ケトンモニ
ターとデュア

概要

2026年の米国糖尿病協会（ADA）第86回学術集会で、持続血糖モニター（CGM）の応
用がインスリン集約療法以外の2型糖尿病患者にも拡大されるという大きな進展が発表

されました。さらに、糖尿病性ケトアシドーシス（DKA）の早期識別と予防を目指す
連続ケトンモニター（CKM）技術、および単一のウェアラブルセンサーで血糖とケト
ンの両方を測定するデュアルグルコース・ケトンセンシング技術が大きな注目を集め

ました。これらの技術革新は、糖尿病ケアのパラダイムをより包括的で予防的なもの
へと変革する可能性を秘めています。

公開日 2026年06月24日  Pharmacy Times  アメリカ



詳細

主要成果

2026年の米国糖尿病協会（ADA）第86回学術集会において、糖尿病ケアにおける技術革
新が発表され、特に持続血糖モニター（CGM）が従来のインスリン集約療法に限定され
ず、広範な2型糖尿病患者にまでその利用が拡大されることが強調されました。会議で
はまた、糖尿病性ケトアシドーシス（DKA）を早期に特定し、予防的介入を可能にする
連続ケトンモニター（CKM）技術、さらには単一のウェアラブルセンサーでグルコース
とケトンの両方を測定できるデュアルグルコース・ケトンセンシング技術が大きな関心
を集めました。

技術・臨床詳細

CGMの応用拡大は、非インスリン依存性2型糖尿病患者における血糖管理の改善と、ラ
イフスタイルの選択が血糖値に与える影響の理解を深めることを目的としています。こ
れにより、より多くの患者が、リアルタイムの血糖データに基づいて、食事、運動、投
薬を最適化できるようになります。連続ケトンモニター（CKM）技術は、血糖値が正常
範囲内であってもケトン体レベルが上昇する可能性があるという重要な知見に基づいて
開発されました。これは、特にSGLT2阻害薬を使用している患者やシックデイ中の患者
にとって、DKAのリスクを早期に検出し、迅速な医療介入を可能にする上で極めて重要
です。さらに、デュアルグルコース・ケトンセンシング技術は、単一のデバイスで両方
のバイオマーカーを同時にモニタリングすることで、より包括的な代謝状態の把握を可
能にし、DKA予防における新たな標準となることが期待されます。

背景・業界文脈

糖尿病は世界的に増加傾向にある疾患であり、その管理は医療システムにとって大きな
課題です。CGMは過去数年間でインスリン治療を受けている患者の血糖管理を劇的に改
善してきましたが、その恩恵をより広範な患者群に拡大することへの期待が高まってい
ました。DKAは重篤な合併症であり、早期発見と予防が患者の生命を救う上で不可欠で
す。これらの新しい技術は、ウェアラブルセンサーとデジタルヘルスケアの進歩が、糖
尿病の予防、管理、そして緊急時の対応をどのように変革できるかを示すものです。



今後の展望

ADA 2026で紹介された技術革新は、糖尿病ケアの未来を形作る上で重要な一歩となり
ます。CGMの普及拡大は、より多くの患者が疾患を効果的に管理できるよう支援し、
CKMおよびデュアルセンサー技術はDKAのような危険な合併症のリスクを低減する新た
な機会を提供します。これらの技術は、患者のエンパワーメントを促進し、医療提供者
がよりパーソナライズされた治療計画を立てることを可能にするでしょう。今後、これ
らのデバイスが保険適用や規制承認をさらに進め、世界中の糖尿病患者が利用できるよ
うになることが期待されます。

元記事: https://www.pharmacytimes.com/view/ada-2026-diabetes-technology-innovations-expand-

beyond-traditional-cgm-use

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pharmacytimes.com/view/ada-2026-diabetes-technology-innovations-expand-beyond-traditional-cgm-use
https://www.pharmacytimes.com/view/ada-2026-diabetes-technology-innovations-expand-beyond-traditional-cgm-use


#10 オックスフォード大学、ARIA資金を獲得しウイルス
感染を検出し標的治療を活性化する「スマートDNA医薬
品」を開発

010_オックスフォード大学、ARIA資金を獲得しウイルス感染を検出し標的治療を活性化する
「スマートDNA医

概要

オックスフォード大学の研究者たちは、ARIA資金を獲得し、iGATEプロジェクトとし
て「スマートDNA医薬品」の開発に着手しました。この革新的なアプローチは、プロ

グラム可能な合成バイオセンサーに基づいており、組織内のウイルス感染の分子シグ
ナルを検出して標的抗ウイルス防御を活性化します。健康な組織では不活性なままで
あるため、高い特異性と安全性が期待されます。神経回路に触発されたこの技術は、

呼吸器感染症に対する画期的な抗ウイルス療法を生み出すことを目指しています。

公開日 2026年06月25日  University of Oxford  イギリス



詳細

主要成果

オックスフォード大学の研究チームは、英国先端研究・発明庁（ARIA）から重要な資金
提供を受け、iGATEプロジェクトを通じて革新的な「スマートDNA医薬品」の開発に着
手しました。このプロジェクトの核心は、プログラム可能な合成バイオセンサーを基盤
とし、組織内のウイルス感染の分子シグナルを特異的に検出して、標的型抗ウイルス防
御メカニズムを活性化する能力を持つ医薬品を創出することです。これらの「スマー
ト」な医薬品は、健康な組織では不活性なままであり、ウイルスに感染した細胞でのみ
作用するため、副作用を最小限に抑えつつ高い治療効果を発揮することが期待されま
す。

技術・臨床詳細

このスマートDNA医薬品は、特定のウイルス核酸配列や、感染によって誘導される宿主
細胞のバイオマーカーを認識するように設計されたDNAアプタマーやリボザイムなどの
合成バイオセンサーを組み込んでいます。これらのバイオセンサーがウイルス感染シグ
ナルを検出すると、事前にプログラムされた遺伝子回路が活性化され、抗ウイルス性の
タンパク質（例：インターフェロンや特定のウイルス複製を阻害する分子）の発現を誘
導します。このアプローチは、生体の神経回路が特定の刺激に対して選択的に応答する
仕組みに触発されており、非常に高い特異性と制御性を実現します。現在、主に呼吸器
感染症を対象とした治療法の開発が進められていますが、そのプラットフォーム技術は
幅広いウイルス疾患に応用可能です。

背景・業界文脈

既存の抗ウイルス薬は、多くの場合、ウイルスに感染していない健康な細胞にも影響を
与え、副作用を引き起こす可能性があります。また、ウイルスの変異によって薬剤耐性
が生じやすいという課題もあります。iGATEプロジェクトのような「スマートDNA医薬
品」は、これらの課題に対処するための全く新しいパラダイムを提供します。病原体特
異的な検出と、その場での治療活性化を組み合わせることで、より効果的で安全な治療
法の開発が可能となります。これは、精密医療とバイオセンサー技術の最先端を融合し
たもので、感染症対策における大きな進歩を意味します。



今後の展望

オックスフォード大学の研究は、呼吸器感染症だけでなく、様々なウイルス性疾患に対
する汎用的な抗ウイルス療法の開発に繋がる可能性を秘めています。今後の研究では、
これらのスマートDNA医薬品の生体内での安全性、有効性、そして長期的な安定性の評
価が焦点となります。また、臨床試験への移行に向けたスケーラビリティの確保も重要
な課題です。この革新的なバイオセンサーベースのアプローチは、将来のパンデミック
対応や、これまで治療が困難であった慢性ウイルス感染症の治療に革命をもたらすこと
が期待されています。

元記事: https://www.ox.ac.uk/news/2026-06-25-oxford-researchers-awarded-aria-funding-to-develop-

transformative-anti-viral

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ox.ac.uk/news/2026-06-25-oxford-researchers-awarded-aria-funding-to-develop-transformative-anti-viral
https://www.ox.ac.uk/news/2026-06-25-oxford-researchers-awarded-aria-funding-to-develop-transformative-anti-viral


#11 ウェアラブル電気化学アプタマーセンサー、人工汗中
コルチゾールを56日間93.4%の安定性で超高感度検出：
ACS Omega誌

011_ウェアラブル電気化学アプタマーセンサー、人工汗中コルチゾールを56日間93.4%の安定
性で超高感度検

概要

ACS Omega誌に掲載された研究は、人工汗中のコルチゾールを非侵襲的に検出するた
めの、長期安定性を持つウェアラブルDNAアプタマーセンサーの開発に成功しまし

た。このセンサーは、金ナノ粒子・カルボキシメチルセルロース・メチレンブルー界
面をベースとした修飾スクリーン印刷電極を使用し、酸化ピーク電流で4.8%、還元ピ
ーク電流で4.3%という優れた再現性を示しました。検出限界は0.09 pg/mL、直線応答

範囲は0.0001～1000 ng/mLという超高感度を達成し、56日間の保存後も初期応答の
93.4%を保持する長期安定性も実証しました。ストレスモニタリングや疾患診断へのウ
ェアラブルバイオセンサーの応用を加速する画期的な成果です。

公開日 2026年06月22日  ACS Omega (American Chemical Society)  国際



詳細

主要成果

ACS Omega誌で発表された画期的な研究は、人工汗中のコルチゾールを非侵襲的に連
続モニタリングできる、長期安定性に優れたウェアラブルDNAアプタマーセンサーの開
発に成功したと報告しています。この革新的なセンサーは、金ナノ粒子、カルボキシメ
チルセルロース、メチレンブルーからなる改質界面を特徴とするスクリーン印刷電極を
基盤としています。このセンサーは、酸化ピーク電流で4.8%、還元ピーク電流で4.3%と
いう極めて優れた再現性を示し、検出限界0.09 pg/mL、直線応答範囲0.0001～1000

ng/mLという超高感度を達成しました。さらに、56日間の保存後も初期応答の93.4%を
維持するという卓越した長期安定性も実証されました。

技術・臨床詳細

このセンサーの高性能は、電極表面に固定されたDNAアプタマーがコルチゾールに特異
的に結合する能力と、金ナノ粒子、カルボキシメチルセルロース、メチレンブルーの組
み合わせによって最適化された電気化学信号増幅メカニズムによって支えられていま
す。メチレンブルーはレドックスプローブとして機能し、コルチゾールがアプタマーに
結合すると生じる構造変化が電気化学信号の変化として検出されます。スクリーン印刷
電極の採用により、低コストで大量生産が可能となり、ウェアラブルデバイスへの統合
が容易になります。検出限界が非常に低いため、汗中の微量なコルチゾール濃度変化を
高精度で捉えることができ、ストレスレベルのモニタリングや、副腎皮質機能障害など
の疾患の早期診断に重要な情報を提供します。56日間という長期安定性は、頻繁なセン
サー交換の手間を省き、実用性を大幅に向上させます。

背景・業界文脈

コルチゾールは「ストレスホルモン」として知られ、そのレベルはストレス、睡眠パタ
ーン、特定の疾患状態と密接に関連しています。非侵襲的なコルチゾールモニタリング
は、患者の負担を軽減し、リアルタイムでの健康状態の評価を可能にするため、ウェア
ラブルバイオセンサーの重要なターゲットとされてきました。しかし、汗中のコルチゾ
ール濃度は非常に低く、他の成分の影響を受けやすいことから、高感度かつ長期安定性
を持つウェアラブルセンサーの開発は困難でした。本研究は、この課題を克服するもの
であり、個人向けのヘルスモニタリング市場に大きな影響を与えるでしょう。



今後の展望

このウェアラブル電気化学アプタマーセンサーの成功は、非侵襲的診断の新たな道を切
り開くものです。将来的には、この技術を基盤として、他のバイオマーカー（例えば、
グルコース、乳酸、電解質など）を同時に検出できる多機能ウェアラブルセンサーの開
発が期待されます。また、収集された生体データをAIと組み合わせて解析することで、
個人の健康状態をより包括的に理解し、疾患の早期兆候を予測するパーソナルヘルスケ
アシステムへの応用も考えられます。この技術は、スポーツ医学、宇宙飛行士の健康管
理、慢性疾患の遠隔モニタリングなど、幅広い分野での応用が期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsomega.6c05341

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsomega.6c05341


#12 IBMがサブ1ナノメートル級のNanostackチップを発
表、指先サイズに1000億個のトランジスタを集積し次世
代バイオセンサーの基盤を確立

012_IBMがサブ1ナノメートル級のNanostackチップを発表、指先サイズに1000億個のトラン
ジスタ

概要

IBMは、サブ1ナノメートル級のNanostackトランジスタアーキテクチャを採用したチ
ップ技術を発表し、指先サイズのチップ上に約1000億個のトランジスタを集積する能

力を達成しました。この開発は、半導体スケーリングにおける画期的な進歩を意味
し、将来の商業チップ設計の基盤となる可能性を秘めています。特に、AI搭載バイオ
センサーやラボオンチップ技術など、高度に統合されたパワフルなバイオセンサーデ

バイスの開発において、極めて重要な基盤技術となるでしょう。これにより、データ
処理能力とデバイスの小型化が飛躍的に向上します。

公開日 2026年06月25日  StockNews.com  アメリカ



詳細

主要成果

IBMは、半導体技術における歴史的なマイルストーンとなる、サブ1ナノメートル級の
チップ技術を発表しました。この新技術は、革新的なNanostackトランジスタアーキテ
クチャを採用しており、指先ほどの小さなチップ上に約1000億個のトランジスタを集積
することが可能となります。これは半導体の微細化における大きな飛躍を意味し、コン
ピューティング能力の新たな限界を押し広げるものです。この技術は、将来のあらゆる
商用チップ設計の基盤となる可能性を秘めており、特に高性能が求められるAI搭載バイ
オセンサーや統合型ラボオンチップシステムにとって、極めて重要な要素となります。

技術・臨床詳細

Nanostackトランジスタアーキテクチャは、従来のFinFET構造をさらに進化させ、トラ
ンジスタを垂直方向に積層することで、平面的なチップ面積あたりのトランジスタ密度
を劇的に向上させます。この3次元的な積層技術により、電力効率を維持しつつ、処理
能力を飛躍的に高めることが可能となります。サブ1ナノメートルというプロセスノー
ドは、現在の最先端技術を凌駕し、電子デバイスの小型化、高速化、省電力化のトレン
ドを加速させます。この技術は、医療分野においては、AIを活用した超小型の診断デバ
イス、例えばリアルタイムで多数のバイオマーカーを解析できるウェアラブルセンサー
や、高密度なセンシングアレイを持つラボオンチップデバイスの実現を可能にします。
これにより、より迅速かつ正確な診断情報が、患者の近くで得られるようになります。

背景・業界文脈

半導体業界は、ムーアの法則に沿ってトランジスタ密度を向上させてきましたが、物理
的な限界に近づいているという課題に直面していました。IBMのNanostack技術は、こ
の「壁」を打ち破るための重要なイノベーションであり、半導体製造の新たな方向性を
示すものです。特に、データ量の爆発的な増加とAIの普及に伴い、高性能で省電力なプ
ロセッサへの需要は高まる一方です。バイオセンサーやデジタルヘルス分野では、膨大
な生体データをリアルタイムで処理し、複雑なアルゴリズムを実行するために、このよ
うな高性能で小型化されたチップが不可欠となっています。



今後の展望

IBMのサブ1ナノメートル級Nanostackチップは、コンピューティング、AI、そして医療
技術の未来を形作る上で中核的な役割を果たすでしょう。この技術は、次世代のスマー
トフォン、クラウドデータセンター、そして自律システムだけでなく、特にバイオセン
サー分野において、画期的な進歩を促します。より小型で、より強力で、よりスマート
な診断デバイスの開発が可能となり、個別化医療、早期疾患検出、そして持続的な健康
モニタリングの能力を飛躍的に向上させることが期待されます。この技術の実用化は、
ヘルスケアのデジタル変革を加速させる重要な推進力となるでしょう。

元記事: https://simplywall.st/stocks/us/software/nyse-ibm/international-business-machines/news/ibm-

ibm-unveils-sub-1-nanometer-nanostack-chip-with-100-bill

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://simplywall.st/stocks/us/software/nyse-ibm/international-business-machines/news/ibm-ibm-unveils-sub-1-nanometer-nanostack-chip-with-100-bill
https://simplywall.st/stocks/us/software/nyse-ibm/international-business-machines/news/ibm-ibm-unveils-sub-1-nanometer-nanostack-chip-with-100-bill


#13 Dexcom、Stelo持続血糖バイオセンサーの小児への
利用拡大と新アプリ発表で「すべての人への血糖バイオセ
ンシング」ビジョンを推進

013_Dexcom、Stelo持続血糖バイオセンサーの小児への利用拡大と新アプリ発表で「すべての
人への血糖

概要

DexcomはAspen Ideas: Healthにおいて、Steloグルコースバイオセンサーの小児適応拡
大承認と、AppleおよびAndroidユーザー向けのSteloアプリの刷新版を7月にリリース

することを発表しました。これらのマイルストーンは、「すべての人へのグルコース
バイオセンシング」という同社のビジョンを大きく前進させるものです。日常の選択
が健康にどう影響するかを理解する上で、グルコースバイオセンシングが果たす重要

な役割を強調し、予防と個別化に焦点を当てたヘルスケアへの移行を推進します。こ
れにより、より多くの糖尿病患者、特に小児が、より早期から効果的に血糖値を管理
できるようになるでしょう。

公開日 2026年06月23日  Business Wire  アメリカ



詳細

主要成果

Dexcomは、Aspen Ideas: Healthのイベントにおいて、グルコースバイオセンシングの
普及とアクセス向上に向けた複数の重要な発表を行いました。主要な進展として、Stelo
グルコースバイオセンサーが小児への適応拡大承認を獲得したこと、そしてAppleおよ
びAndroidユーザー向けに再設計されたSteloアプリ体験を7月に提供開始することが挙
げられます。これらの発表は、同社が掲げる「すべての人へのグルコースバイオセンシ
ング」というビジョンを大きく前進させるものであり、血糖モニタリングが日常の健康
管理と予防的ヘルスケアにおいて中心的な役割を果たすという考えを再確認するもので
す。

技術・臨床詳細

Steloグルコースバイオセンサーの小児適応拡大は、若年層の糖尿病患者とその家族にと
って画期的なニュースです。これにより、小児患者もリアルタイムの血糖データを利用
して、より安全で効果的な糖尿病管理を行うことが可能になります。再設計されたStelo

アプリは、ユーザーインターフェースとユーザーエクスペリエンスを大幅に改善し、血
糖データの可視化、トレンド分析、カスタマイズ可能なアラート機能をより直感的で使
いやすいものにします。このアプリは、患者が食事、運動、ストレスなどの要因が血糖
値に与える影響をより深く理解し、それに基づいて健康的なライフスタイル選択を行う
ことを支援します。このような技術統合は、患者の自己効力感を高め、医療提供者との
連携を強化する上で不可欠です。

背景・業界文脈

持続血糖モニター（CGM）は、糖尿病管理を革新してきましたが、その利点をインスリ
ンを使用しない患者や小児を含むより広範な人々に拡大することが、業界全体の目標と
なっています。Dexcomは、CGM市場のリーダーとして、技術革新とユーザーエクスペ
リエンスの向上に継続的に投資してきました。今回の発表は、糖尿病ケアが単なる疾患
治療から、予防、パーソナライズ、そして全体的なウェルネスへと移行している現在の
トレンドを強く反映しています。グルコースバイオセンシングは、単に糖尿病患者のた
めだけでなく、健康意識の高い一般の人々にとっても、日常的な健康指標として重要性
を増しています。



今後の展望

Dexcomのこれらの進展は、グルコースバイオセンシング技術がさらに普及し、糖尿病
管理だけでなく、広範な予防的ヘルスケアの基盤となることを示唆しています。小児へ
の適用拡大は、生涯にわたる健康管理の早期介入を可能にし、アプリの改善はユーザー
エンゲージメントを強化します。将来的には、Steloのようなバイオセンサーが、フィッ
トネス、栄養、慢性疾患管理など、より多くのヘルスケアサービスと統合されることが
期待されます。これにより、個人の健康データを活用した真の個別化医療が実現され、
世界中の人々の健康寿命の延伸に貢献するでしょう。

元記事: https://www.businesswire.com/news/home/20260623413946/en/Dexcom-Further-Advances-

Vision-of-Glucose-Biosensing-for-All
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#14 Roche DiagnosticsがPOCTソリューションの包括的
ポートフォリオを強化、現場での迅速・正確な診断を推進

014_Roche DiagnosticsがPOCTソリューションの包括的ポートフォリオを強化、現場での迅速

概要

Roche Diagnosticsは、2026年6月23日付けで更新された情報において、包括的なポイ
ントオブケア（POCT）ソリューションのポートフォリオを強化していることを発表し
ました。同社は、救命救急医療においてPOCTが果たす重要性を強調し、脳卒中、心不

全、敗血症などの緊急性の高い疾患に対して、迅速かつ正確な診断を提供することを
目指しています。Rocheは、診断薬をより持続可能でアクセスしやすく、患者中心に
するという目標を掲げ、高性能なデバイスとデジタル製品を通じて医療従事者を支援

することで、現場での医療意思決定を迅速化します。

公開日 2026年06月23日  Roche Diagnostics  スイス



詳細

主要成果

Roche Diagnosticsは、2026年6月23日付けで更新された公式発表において、その包括的
なポイントオブケア（POCT）ソリューションのポートフォリオを一層強化しているこ
とを明らかにしました。同社は、救急医療の最前線におけるPOCTの不可欠な役割を強
く認識しており、脳卒中、心不全、敗血症といった緊急性の高い疾患に対し、迅速かつ
高精度な診断を提供することを目指しています。Rocheの戦略は、診断の持続可能性、
アクセシビリティ、そして患者中心性を高めることにあり、高性能デバイスとデジタル
ヘルス製品を通じて、医療従事者が迅速かつ的確な医療判断を下せるよう支援していま
す。

技術・臨床詳細

Roche DiagnosticsのPOCTポートフォリオには、血ガス分析、電解質測定、心臓マーカ
ー検出、感染症迅速診断など、幅広い分野をカバーする多様なデバイスが含まれていま
す。これらのデバイスは、最小限のトレーニングで操作可能であり、検査室での分析を
待つことなく、患者のベッドサイドや診療所の現場で数分以内に結果を提供します。例
えば、心不全マーカーの迅速測定は、心不全の重症度を早期に評価し、適切な治療介入
をタイムリーに行うために不可欠です。敗血症の迅速診断キットは、致死率の高いこの
病態の早期発見に貢献し、患者の救命率向上に直結します。デジタル製品との連携によ
り、POCTデバイスから得られたデータは、電子カルテシステムにシームレスに統合さ
れ、医療情報の管理と共有を効率化します。

背景・業界文脈

ポイントオブケア診断（POCT）は、医療施設内の様々な場所や、時には患者の自宅で
検査を実施できることで、患者ケアの即時性と効率性を大幅に向上させてきました。特
に、緊急性の高い病態や、遠隔地の医療現場では、迅速な診断が治療結果を左右しま
す。COVID-19パンデミックは、POCTの重要性を改めて浮き彫りにし、感染症対策だけ
でなく、慢性疾患管理においてもその需要が高まっています。Roche Diagnosticsのよう
な大手企業がPOCTソリューションに注力することは、ヘルスケアシステムの分散化と
個別化が進むグローバルなトレンドと一致しており、バイオセンサー技術の進化がこの
動きを加速させています。



今後の展望

Roche DiagnosticsのPOCTソリューションの強化は、より迅速でパーソナライズされた
患者ケアへの移行を加速させるでしょう。将来的には、さらなる小型化、多様なバイオ
マーカーの同時検出、そしてAIを活用した診断支援機能の統合が進むと予想されます。
これにより、医療従事者は、より複雑な診断も現場で迅速に行えるようになり、患者は
より早く治療を受けられるようになります。また、POCTは、新興感染症の監視や、慢
性疾患の自己管理においても中心的な役割を果たすようになり、世界の公衆衛生と個別
化医療の進展に大きく貢献していくことが期待されます。

元記事: https://diagnostics.roche.com/us/en/products/product-category/lab-type/point-of-care-testing-

poct.html
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